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要約
本研究は，高等学校（看護）教員の現状について統計資料もとに,高等学校（看護）教員の養成に関する今後の展望と課題を明らかにし,教育的示唆を得るために行った。その結果,①～④が課題であると考えられる。①高等学校5年一貫看護師課程の生徒の入学定員に対する充足率は低下傾向にあり、入学生の確保のための取り組みが課題である。②高等学校（看護）教員は60％が臨時免許・特別免許状であることを踏まえ,実情に即した研修の内容を明確化することが課題である。③高等学校看護科教員は平均年齢が48.3歳と高く,50歳以上が57.7％を占め,40歳以下の教員数が少ない。今後10年間に人材の育成や確保に向けた取り組みが課題である。④高等学校（看護）教員の全体的かつ現状を把握するような調査が必要であり,次世代の高等学校（看護）教員の育成や確保に対して,これから10年後を予測した需給見通し等の取り組みが課題である。

